Plio-Pleistocene Tephrostratigraphy along the Pacific side of central Honshu, Japan : with special reference to the volcanic ash layers intercalated in the Kazusa and Kakegawa Groups by 里口, 保文
氏名
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
学位論文名
里口保文
博士(理学〉
甲第3255号
平成9年3月24日
学位規則第4条第1項該当者
本州中央部太平洋側の鮮新一更新世火山灰層序
ーとくに上総層群および掛川層群の火山灰層についてー
(Plio・Pleistocene T eph rostratigraphγalong the Pacific side of 
central Honshu. Japan : with special reference to the volcanic ash 
layers intercalated in the Kazusa and Kakegawa Groups) 
論文審査委員 主査教授熊井久雄 副主査教授八尾 昭
副主査助教授吉川周作
論文内容の要旨
本州中央部太半洋側には，大阪地域の大阪層群，琵琶湖周辺の古琵琶湖層群，伊勢湾周辺の東海層群，
掛川地域の掛川層群，房総半島の..1:総層群と呼ばれる鮮新一更新統が広く分布している。これら鮮新一更
新統は，多くの火山灰層を挟み，その岩相や記載岩石学的性質などの特徴が記載されている。そのうちい
くつかの火山灰層は広蟻対比が行われている。本論では，とくに上総層群および掛川層群の火山灰層を例
にして，本州中央部太平洋側の鮮新一更新統の火山灰層序について述べ，火山灰層序学的研究からみた火
山灰層の噴出源について検討した。
上総層群は主に海成の砂岩および泥岩ーからなり， 250層以上の火山灰層を挟む。これら火山灰層はその
岩相および記載岩右ー学的性質に基づいて層序学的に大きくは4つのテフロゾーン (Kz1 '""IV) Iこ区分さ
れる口掛川層群は主に海成の砂岩および泥岩からなり.およそ60層の火山灰層を挟在する。これら火山灰
層はその岩相および記載岩石学的性質に基づいて層序学的に4つのテフロゾーン (Kg1 --IV)に区分さ
れる。
上総・掛川・東海・凸ー琵琶湖・大阪屑群は生層序学的研究，古地磁気層序学的研究および広域に対比さ
れた火山灰層によって層序対比ができ上総・掛川・東海・山-琵琶湖・大阪層群の火山灰層の年代が推定
できる。その年代を基にした年代軸に沿って，各地域の火山灰層の特徴を明らかにした。 3_l-1.3Maは大
阪地域に火山灰層は少ないが掛]11-琵琶湖周辺地域には火山灰層が多い。涼雲母に富む火山氏層は大阪
地域になく，掛HI-琵琶湖周辺地域は3.1-2.2Maに含まれるO 大阪地域は1.3Ma以降に火山灰層が多い。
房総半島地域は火山灰層の数が多く.掛川[--大阪地域にほとんどない単斜輝石に富む火山灰層を多く含む。
これらの噴出源として， 3.1--1.3¥1aの掛J1...大阪地域の火山灰層は中部山岳地域 1.3Ma以降の琵琶湖周
辺~大阪地域の火山灰層の多くは九州地域および山陰地域.房総半島地域の単斜輝石に富む火山灰層は伊
豆半島周辺~伊豆半島南方地域が推定される。
論文審査の結果の要旨
火山の大規模噴火活動によって広域に拡散し，短時間に降下・堆積する火山灰層は.古くから鍵層とし
て地質学的研究に重要な役割を果たしてきた。最近では，中期更新世~完新世火山灰層の対比が進み，数
100回以上に渡って追跡可能な広域火山灰層が数多く発見され.各火山灰の分布範囲や噴出源が明確になっ
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てきた。しかし，鮮新世~前期更新世の火山灰層については，地域毎に研究が行われていることから，地
域聞をまたがる広域対比はあまり進展していない。このため，この時代の火山灰層の噴出源や分布範囲は
不明確である。
筆者は，このような研究の現状を踏まえて，本州中央部太平洋側に分布する主要な新鮮~更新統である
大阪・古琵琶湖・東海・掛川・上総の各層群について挟在する各火山灰層の層序学的位置・岩相・記載
岩石学的性質を詳細に記載・整理した。そして，各層群を同一期間で比較・検討するために，火山灰によ
る広域対比をはじめsすでに報告されている古地磁気層序や生層序などの資料を総合的に検討し鮮新~
更新統の高精度層序対比を完成させた。
これらの成果に基づき，年代軸に沿って各層群聞の火山灰層の性質・挟在数の変化を検討した。その結
果大阪~静岡周辺地域に関しては.3.1，...L3Maの時期の火山灰層li.大阪地域より東方の琵琶湖~静岡
周辺地域で多くなり，東方へ組粒・厚層化することから大部分の火山灰の噴出源が中部地域と推定でき
ること， 1.3Ma以降の火山灰層は.九州・山陰地域が噴出源と考えられること，一方，房総半島地域では，
火山灰層の数が多く，他地域では見られない単斜輝石に富む租粒火山灰が多いことから，この火山灰の噴
出源が伊豆半島周辺地域であることを考察した。
以上のように本論文は.本州中央部太平洋側に分布する主要な鮮新~更新統巾の火山灰層の層序的位置・
岩相・岩石記載的性質を明らかにし，高精度層序対比を完成させたもので，今後の層序学的研究の発展に
寄与する多くの成果を得ている。また，名火山灰の噴出源を考察した結果は火山灰研究に 1つの指針を
与えるものである。これらの成果は，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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